
第４学年 総合的な学習の時間（かけはしタイム）学習指導案 

日 時 令和３年９月４日（土） 

子ども 4 年      

  

Ⅰ 単元名 

   

  

Ⅱ 単元の指導構想 

 １ 単元について 

○ 子どもたちは，昨年度の総合的な学習の時間において，学区の安全とそれにかかわる施設の人々や学

区の歴史とそれを大切にしようとする人々について，それぞれが抱いた疑問を出発点に探究活動を進め

てきた。調査活動においては，本やインターネット，インタビュー活動を通して情報を収集し，それを

まとめる活動を行ってきている。 

 子どもたちは，自分の思いをもって意欲的に探究活動を行い，情報を収集し，まとめることができ

る。しかし，課題をより深く追究していこうという意欲が弱く，情報の収集や学んだことの発信の方法

について，自分の身近な相手や簡単にできる方法にとどまっている現状が見られる。今後は題材に対す

る課題意識を高め，必要感をもって探究活動にあたるとともに，より様々な方法での情報収集や発信を

選択し行うことができる力を身に付けていく必要がある。 

 ○ 本単元では，中津川を題材に，「環境保全」「盛岡市の歴史・文化」について調べる活動を中心に展開

する。中津川は，盛岡市の中心部を流れ，市民に愛される川である。春は色とりどりの花に包まれ，夏

にはアユ，秋には遡上・産卵するサケがみられる。また，周辺には擬宝珠のある橋や，江戸時代から続

く商家や土蔵，赤レンガの銀行などの明治の洋風建築等があり，盛岡市の歴史や文化を感じることがで

きる場所でもある。この題材は，子どもたちにとって身近であると同時に，周辺環境や環境を守る人々

の存在など，子どもたちが気づいていない要素が多いと考えられる。中津川に触れることで，子どもた

ちは中津川の様々な魅力に気づくと同時に，その裏に隠れている人々の存在に気づいたり，これまで気

に留めていなかったことやものに気づいたりして，新たな疑問が生まれるはずである。多種多様な追究

課題が生まれやすく，子どもたちが意欲的に課題追究を継続する題材になりうることから，付けたい力

と照らし合わせて，適切な題材といえる。 

○ 指導に当たっては，次の三点に留意する。 

一点目は，思いや願いを共有する単元の導入【手だて１】である。子どもたちは三年生で学区の宝に

ついて学習している。三年生での学びを想起させながら，学習の範囲を学区から市へと広げていくこと

ができるようにする。その際，写真や地図などの視覚に訴える資料を複数用意し，それらをつないで子

どもたちが中津川周辺に焦点を当て，追究したいという思いをもたせる。 

全校研究とのかかわり【つなぐ】 

二点目は，探究的な見方・考え方を基にした学びのサイクル【手だて２】である。子どもたちは中津

川の散策を通して様々なことに気づき，それぞれが違う探究課題をもつはずである。それぞれの課題を

解決するためには，何を使ってどのように調べればよいのか判断する必要がある。子どもたちが考える

探究課題を想定し，課題を解決するための手段をあらかじめ用意し，子どもたちが選べるようにする。

課題解決の手段を示すとともに，それぞれの手段のよさについて考えさせ，子どもたち自身が課題に応

じて適切に選んで使えるようにする。全校研究とのかかわり【えらぶ・つかう】 

三点目は，探究的な見方・考え方を基にした振り返り【手だて２】についてである。子どもたちは，

探究活動を通して中津川を中心とした盛岡市の魅力を発見するとともに，それを誰かに伝えたり，これ

からの生活に生かしたりしたいという願いをもつであろう。伝えたい相手によって，その発信方法や表

現は変わってくる。誰に伝えたいか，相手意識をもって探究できるようにする。そして，様々な表現方

法を例示し，最も適した内容と方法を選択できるようにする。全校研究とのかかわり【つなぐ】 

盛岡のよさを広げよう「地域のよさ（中
津川を中心に）とそれを大切にしようと
する人々」 
（第４学年：２５時間扱い） 

一人一人が調べて分かったことをもと
に整理したり，分析したりして，伝え
たい中津川のよさに迫ります。 

〈授業の見どころ〉 



２ 学びの文脈に基づいた単元構想図 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 単元の指導及び評価の計画 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①中津川周辺には大切にされてきた豊かな自然環

境や歴史・文化といったよさがあることや，そ

れを守ろうとしている人々の工夫や思いを理解

している。 

②中津川についての探究活動を目的や対象に応じ

た適切さで実施している。 

③中津川周辺の環境や歴史・文化に対する自らの

意識の高まりは，探究的に学習してきたことの

成果であると気付いている。 

①中津川や中津川周辺の探究活動を通して，自ら

の探究課題を見つけ出している。 

②課題解決に必要な情報について，手段を選択し

て収集したり，蓄積したりしている。 

③課題解決に必要な情報を取捨選択したり，複数

の情報を比較したり関連づけたりしながら解決

に向けて考えている。 

④相手や目的に応じて，中津川のよさを文章や

図，写真などを使って効果的にまとめることが

できる。 

⑤学んだことを振り返り，これからの学習や生活

に生かそうとしている。 

①自分自身で設定した課題の解決に向けて，自分の意

思で探究的な活動に取り組もうとしている。 

②自分とは違う意見や考えのよさを生かしながら協

働して課題解決に取り組もうとしている。 

③中津川のために自分でできることを考えることを

通して，自分と身近な環境との関わりを見直そう

としている。 

 

 

 

 

他教科・領域等 

 

 

願い 
・中津川のことについて知りたい。 
・盛岡市の歴史や文化について知

りたい。 
・学んだことを誰かに伝えたい。 

総合的な学習の時間の力 
○自分の調べたい課題に対して意欲的に探究できる子どもが多い。 
○追究方法や発表方法について考えることができる。 
●課題意識が高まり切らず，深い追究になっていない。 
●学んだことを発信したり，生活につなげたりする意識が低い。 
 

本単元 

盛岡のよさを広げよう 

「地域のよさ（中津川中心

に）とそれを大切にしよう

とする人々」 

【自然，歴史・文化】 

3年 
学区の安全とそ
れにかかわる施
設や人々 
【防災】 

3年 
学区の歴史や
文化とそれを
大切にしよう
とする人々 
【歴史・文化】 

4年 2・3学期 
地域の高齢者や
障 が い の あ る
方々とその暮ら
しを支援する仕
組みや人々 
【福祉】 

5年 2・3学期 
防災のための安
全な町づくりと
その取組に携わ
る人々 
【防災，復興】 

復興教育との関連 
いきる「②自然との共生」 
 中津川やその周辺の自然環境の美しさ
に気づき，共に生きようとする。 
かかわる「⑫自分と地域社会」 
 地域の一員として中津川の周辺環境を
守るために自分ができることを考える。 

他教科・領域等 

5年 1学期 
岩手の自然環境
や そ れ を 守 る
人々 
【自然】 

見方・考え方を働かせるポイント 
◯ 中津川周辺に対する視野を広げる 
中津川は美しい環境が保たれている
ことや歴史的建造物があることなど，
これまでの中津川に対する認識を広
げる。 

◯ 自分の思いや願いを実現する 
中津川について調べたことを生かし
て，自分にできることは何か考える。 

単元の目標 
中津川や中津川周辺の探究活動を通して，地域のよさやそれを守ろうとする人々の工夫や思いに気づき，これからの
中津川周辺の在り方について考えるとともに，環境保全に取り組んだり，歴史・文化を伝えることの大切さを感じた
りしながら生活していくことができるようにする。 

社会 ４年９月・10月 

「水害にそなえるまちづくり」 

 学習したことを生かし，災害を想定して，日頃から自

分ができることを考える。 

行事 ４年 ５月『スポーツフェスタ』 

設定しためあてを達成するために，競技や演技に

ついての課題解決策を考えて，仲間と協力して適切

に判断し行動する。 

 

子どもの実態 

総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
学
習
内
容 

 

行事 ４年 １１月 
「全校音楽集会」 
・テーマの達成に向けて自分の思いや友達の思いをす
り合わせながら，力を合わせて取り組む。 

社会 ４年４月・５月 

「岩手県の地図を広げて」 

学習したことを生かし，白地図に岩手県の地理

的特徴をまとめる 

 



時 
○学習活動 

働かせる見方・考え方 
◆研究の手立て 

評価 
（評価方法） 

第 1次 中津川はどんなところか探ろう」   
 
【態①】 
自分なりの追究の視点をもって意欲的に活動
している。（発言・観察・ノート） 
【思①】 
中津川を探検したことやこれまでの経験を基
に話し合い，学習の見通しをもつことができ
る。（発言・観察・ノート） 

１ 
２～４ 
５～６ 

○盛岡の宝について話し合う。 
○中津川周辺を探検する。 
○探検して気づいたことを出し合
って，探究課題を決め，解決の
見通しをもつ。 

第２次 「中津川のよさを探ろう」   
【態①】 
設定した課題についての解決方法や手順を
考え，見通しを持って追究しようとしてい
る。（発言・観察・ノート） 
 
【知②】 
目的や対象に応じた適切さで中津川周辺で

の探究活動を行っている。（発言・観察） 
 
【思②】 
本やインターネットの活用，かかわる人々
との交流等を通して情報を収集したり，必要
な情報を選んだりしている。（発言・観察・
ノート） 
 
【思④】 
 個人テーマについて調べた内容を分かりや
すくまとめている。（新聞） 
 
【思③】 
これまでに収集した情報を比較したり・分
類したり，関連付けたりして考えたりして
いる。（発言・観察・ノート） 
 
【知①】 
探究活動を基に，地域のよさやそれを守ろ
うとする人々の工夫や思いを理解している。
（発言・観察・ノート） 
 
【態②】 

自分とは違う意見や考えのよさを生かしなが

ら協働して課題解決に取り組もうとしている。

（発言・観察・ノート） 

７ 

 

 

 

８～１１ 

 

 

 

１２～１６ 

 

 

 

 

１７〜１９ 

 

 

２０〜２１ 

○探究計画を立てる。 
 
 
 
○中津川周辺での活動をする。 
 
 
 
○自分の設定したテーマについて
様々な方法を使って情報を集め
る。 

 
 
○個人テーマについてまとめる。 
 
 
○これまで調べて分かったことを
整理・分析し，中津川のよさを
探る。（本時第 21時） 

 
 
中津川周辺に対する視野を広げる 

第３次 「中津川から盛岡のよさを広めよう」   
【思④】 
相手の立場を考えながら，情報発信の仕方
や表現方法を工夫している。（発言・観察・
ノート） 
【態③】 
中津川周辺について知ることを通して，自
分たちにできることを考え行動しようとして
いる。（発言・観察・ノート） 
【知③】 
中津川周辺について探究してきたことで，
環境や歴史・文化に対する意識の高まりを自
覚している。（発言・観察・ノート） 
【思⑤】 
学んだことを振り返り，これからの学習や
生活に生かそうとしている。 
（発言・ノート） 

２２～２３ 

 

 

２４ 

 

２５ 

○伝える相手を意識して，中津川
のよさを伝える。 

自分の思いや願いを実現する 
○中津川を紹介し合う。 
 
○学習全体をまとめる。 

 
Ⅲ 本時の指導 
  
１ 目標 

  ○ 個人で探究してきたテーマを持ち寄り，複数の情報を整理・分析して伝えたい中津川のよさを考える
ことができる。 

 ２ 評価規準  【思考・判断・表現】 
中津川のよさを伝えるという課題を解決するために，これまでに収集した情報を比較したり・分類した
り，関連付けたりして中津川のよさを考えている。（発言・観察・ノート） 
〈努力を要する状況の児童への手立て〉 

自分が調べたことと，友達が調べたことを比べて，似ているところや共通して関わっている点はない

か，友達と一緒に探したり，考えたりするよう声をかける。 

 

手だて１思いや願いの共有 

◆中津川に対する思いや願

いをもち，課題を設定す

る。 

◆解決の方法や手順を考

え，課題解決の見通しをも

つ。【つなぐ】 

 

手だて２ア探究的な見方・考

え方を基にした学びのサイ

クル 

 
◆情報収集の手段を選ぶ。 
◆必要な情報を選び，蓄積す

る。 
【つなぐ・えらぶ】 
 

◆問題状況における事実や
関係を把握し，理解する。 

◆情報を比較したり関連付

けたりして課題解決に向け
て考える。 
【えらぶ・つかう】 

 

手だて２見方考え方を

基にした振り返り 

 

◆相手や目的に応じて

まとめ表現する。 
◆学習の進め方や仕方
を振り返り，学習や

生活に生かそうとす
る。 

【つかう・つなぐ】 

 



３ 展開（２１／２５時） 

段階 

学習活動 
○発問 

時
間 

◆研究にかかわる手立て 
予想される子どもの反応 

・留意点 
【評価】 

導
入 

１ 学習課題の設定 
○一人一人が調べたことで，中津
川のよさがたくさんあることが
分かりました。これを分かりや
すく伝えるには，どうしたらよ
いでしょう。 

 

５  ・前時までの学習
を振り返るとと
もに，単元のゴ
ールを意識させ
る。 

・あらかじめ，グ
ループを作って
おく。違う内容
を調べた子ども
で構成する。 

展
開 

 
２ 情報の整理の仕方について確
認する。 
○短くまとめるにはどうすれば
よいでしょうか。 
「くらべる」 
「似ているものに見出しをつけ
る」 
 
○それぞれのグループで，一人
一人が調べたことをもとに，ピ
ラミッドチャートを使って整理
しましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ グループで話し合い，情報を
整理・分析して，伝えたい中津
川のよさをまとめる。 

 
○調べたことをもとに，伝えたい
中津川のよさを短くまとめまし
ょう。 

 
 

 
４ グループで考えた内容を交流
する。 

 
○それぞれのグループで話し合っ
てまとめたことを発表しましょ
う。 

 
○みんなの発表を聞いて，中津川
のよさについて，改めて気づい
たことを発表しましょう。 

 
８ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
15 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
15 
 
 
 
 
 
 
 
 
10 

  
 
 
・ピラミッドチャ
ートを提示し，
使い方を確認す
る。 

 
・集めた情報を選
び，グループ化
して，伝えたい
中津川のよさを
短くまとめてい
くことを伝え
る。 

 
 
 
 
 
【思判表】 
情報を比較した
り・分類したり，
関連付けたりして
中津川のよさを考
えている。 
（発言・観察・ノ
ート） 
 
 
・各グループが視
点に沿って活動
できているか見
取り，声をかけ
る。 

 
 
 
 
 
 
 

終
末 

５ 本時の活動を振り返り，次の
時間の見通しをもつ。 

 
○今日まとめることができた中津
川のよさをどのように伝えたい
ですか。 

7  ・子どもたちの振
り返りを受容的
に受け止める。 

 調べたことの中から，伝えたい
中津川のよさをまとめよう。 

手だて 2見方・考え方を基にした見通し 

◆これまでの個人での探究活動で分かった

ことを中津川のよさとして価値づけるとと

もに，分かりやすく伝えるために中津川のよ

さを短い言葉でまとめようとする課題意識

を醸成する。 

→【つなぐ】 

 

手だて２見方考え方を基にした振り返り 

◆明らかになったことをどう伝えたいかを問うこ

とで，中津川のよさを伝える活動に対する意欲や期

待感につなげる。→【つなぐ】 

 

たくさんのよさを短い言葉
でまとめたいけれど，みんな
が調べたことができるだけ多
く入るようにしたいな。 
うまく情報を整理するため

に使えるものはないかな。 

 
手だて２探究的な見方・考え方を基にした学びのサイクル 

調べたものを考えるための技法を用いて比較・分類・
関連付けして整理する。 
→【えらぶ・つかう】 

 

それぞれ調べてわか
ったことの共通点はな
にかな。 
植物がたくさんある

ことと生き物がたくさ
んいることはまとめら
れそうだ。 

 

自然の豊かさだけでな
く，盛岡の文化もつまっ
ているんだね。 
昔から大切にされてき
たこともわかったよ。 

手だて２探究的な見方・考え方を基

にした学びのサイクル 

 
◆それぞれのグループの発表から，
中津川のよさについて考えを広げ

る。→【つなぐ】 
 

調べたこと（集めた情報） 

集めた情報をまとめる 

よさ 



 


